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第1章　はじめに
第1-1節　日雇派遣を研究する理由
私が日雇派遣を始めたのは、高校に入学してすぐの頃である。長期的なアルバイト（スーパーのレジ、アパレルスタッフ、洋食屋のキッチン、立体駐車場勤務など）と同時に、日雇派遣を始めた。
第1-2節　日雇派遣の概要と歴史
　「派遣労働者は、主に2種類に分けられ、派遣会社に常に雇われている常用型と、こと前に派遣会社に登録し、派遣先が決まった時だけ派遣会社に雇われる登録型がある。登録型は派遣労働者全体の約4分の3を占める。日雇い派遣は登録型の一種で、1日単位で派遣会社と契約を結ぶ。毎日携帯電話やメールで指示された派遣先で働き、日々失業の恐れがある」
ことが、朝日新聞社が主体となってとりまとめたインターネット百科事典に記載されている。
第1-3節　調査方法
株式会社オールキャスト（仮名）で、自分自身が日雇派遣労働者として働いたことなど参与観察で得られたデータを中心に記述する。
第2章　現場体験内容
この章では、自分自身が実際に日雇派遣労働者として勤務した現場の中でも6箇所を事例として挙げ、状況を克明に書き出す。
第2-1節　現場体験（弁当工場編）
集合場所は、横浜市営地下鉄線某駅。盛夏ではあったが、夜ともなれば多少なり過ごしやすい。横浜市営地下鉄線某駅に22時15分には到着していた。
私：「オールキャストから、派遣された日向です」
素っ気ない声で、
派遣先従業員：「どうぞ」
カシャン…という音で、重厚感がある扉が開き中に入る。入ると、下駄箱がありすぐにスリッパに履き替え、事務所へ。

私：「オールキャストから、派遣された日向です。よろしくおねがいします」
派遣先従業員：「よろしくね。作業内容は、担当の人がいるから、その人に聞いてみて」
第2-2節　現場体験（運搬編）
「今日の勤務地は遠いな…」そんな、消極的な想いから始まった日だった。
第2-3節　現場体験（製菓工場編）
この派遣勤務を決めたのは、「近い」。その一言に尽きる。自宅から近い京浜東北線某駅が集合場所と情報を知った瞬間、「決めた」と即決だった。
第3章　日雇派遣日常風景
第3-1節　待ち合わせ編
待ち合わせは、勤務するスタートなので、非常に重要である。
第3-2節　勤務先までの移動編
勤務先までの移動は、待ち合わせ時より少し緊張が解れ、会話がちらほら出始める。
第3-3節　作業中編
作業中は、日雇派遣労働者かどうかに関わらず、一番頑張らなくてはならない時間帯が勤務中であるのは間違いない。
第3-4節　勤務終了編
勤務終了時は、集合場所が遠い場合、朝早くから自宅を出発し、慣れない駅で、見知らぬ人達と待ち合わせをする。
第4章　まとめ
　日雇派遣労働者は、一日勝負なので、挽回するチャンスすら与えられない。この流れを日雇派遣労働者は十分に理解し、悪循環になる状況が待っていると察知しているなら、「最初から距離を保ち、ダメな振る舞いをあえてする方が合理的」なのである。日雇派遣者は、現場に馴染むためにあえてやさぐれているのである。
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